
●東京都知事選 7 月 7 日の行方？ 

  今回の東京都知事選挙には空前の５６名

が立候補した。立候補者の多さにより、候補者の

掲示板が足りない騒

ぎが起きている。また、

立候補には３００万円

の供託金が必要、今

回は合計で１億 6,800 万円となる。選挙の結果、

有効得票数の合計の１０％の得票数を獲得でき

ない候補者は没収されることになる。 

選挙の本命は小池氏と蓮舫氏になるだろう。

互いに政党色を消そうとしたものの、やはり政党

別の支持が基本になるだろう。   

情報通は蓮舫氏が出馬、当選した 2022 年の

参院選東京選挙区の得票数をもとに「小池氏は

289万票、蓮舫氏は 235万票」と基礎票を予想し

ている。 「基礎票からの上積み、流出が勝負の

カギを握ると思います。小池氏にとっては石丸伸

二氏や田母神俊雄氏ら、自分に近い保守系候

補が出馬表明したことで、票の流出の懸念が出

てきています。  対して蓮舫氏は、立憲と消費

税に対するスタンスが違う、れいわ新選組の支

持層の投票行動が重要になるでしょう」という。 

都知事選は今後の政治動向の指標となろう。 

 

●プーチン大統領の北朝鮮訪問  
会談するロシアのプーチン大

統領（左端）と北朝鮮の金正

恩朝鮮労働党総書記（右か

ら 2 人目）＝平壌で 2024 年

6 月 19 日  

  ロシアは、2022 年 2 月にウクライナで「特別軍

事作戦」を始めて以降、北朝鮮とかつてないほど

接近してきた。プーチン露大統領の 19 日の訪朝

は、その一つの集大成と言える。金正恩（キムジ

ョンウン）朝鮮労働党総書記との会談で新条約

に署名し、「同盟関係という新たな水準」（金氏）

に到達。露朝はそれぞれの思惑で蜜月ぶりを強

調するが、両国と関係が深い中国には複雑な見

方がある模様だ。 

 我が国にとっても、ロシアからの軍事技術が北

朝鮮に提供されることによる、衛星技術や軍事

技術の北朝鮮への移転は、我が国への脅威の

高まりとなり，動向を注視する必要があろう。 

 

●南シナ海  フィリピン軍と中国海警局の船衝突   

南シナ海で中国本土から遠いフィリピンが実

効支配するセカンド・トーマス礁の海域で今月 17

日、フィリピン軍の船が中国海警局の船と衝突し、

軍人 1 人が大けが。アメリカのブリンケン国務長

官は、フィリピンのマナロ外相と電話会談し、中

国側の行動について「地域の平和と安定を損ね

る」と非難するとともに、アメリカによるフィリピンの

防衛への関与は揺るぎないと強調した。 

 

●尖閣周辺に中国船  

１８５日連続で侵入  
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沖縄県・尖閣諸島周辺の領海外側にある接

続水域で２３日、中国海警局の船４隻が航行して

いるのを海上保安庁の巡視船が確認した。尖閣

周辺で中国当局の船が確認されるのは１８５日連

続。日本政府による２０１２年９月の尖閣諸島国有

化後、最長の連続日数を更新した。 

第１１管区海上保安本部（那覇）によると、４隻

とも機関砲のようなものを搭載。領海に近づかな

いよう巡視船が警告した。 

中国は南シナ海、台湾海域、東シナ海と自国

領土・領海の拡大を目指しており、我が国として

も尖閣諸島の領有を確実にする政策を米国とと

もに確実にする必要がある。 

 

●レアメタル含む岩石２億トン 南鳥島沖  

２５年以降採取へ 東大、日本財団が調査結

果発表  深海底から採取された       

マンガンノジュール 

小笠原諸島・南鳥島沖

の排他的経済水域（ＥＥＺ）

内の深海底に、レアメタル

（希少金属）を含む球状の岩石「マンガンノジュ

ール」が２億トン以上あることが確認されたと、東

京大と日本財団の調査チームが２１日発表した。

２０２５年以降、民間企業などと共に商用化を目

指した試験採取を始める計画だという。 

２１日に記者会見した加藤泰浩東大教授は

「経済安全保障上、重要な資源だ。年間３００万

トンの引き上げを目標にしている。海洋環境に負

荷をかけないようにしつつ開発を進めたい」と話し

た。 

チームは今年４～６月、水深５２００～５７００メー

トルの海底を１００カ所以上調査。遠隔操作型無

人潜水機（ＲＯＶ）で、約１万平方キロメートルに

高密度に分布しているのを確認した。計約２億３

０００万トンあると推計される。 

深海底で高密度に分布しているマンガンノジュール。 

マンガンノジュ

ールは、岩石の破

片などを核とし、

海水などの金属

成分が沈着してできる。 

資源小国として、長年外国からの輸入に頼って

きたわが国では待望の資源であり、今後太平洋

の海底から多くの資源が発見されることが期待さ

れる。中国の進出には注意する必要がある。 

●日本の海底資源 

近年における技術の発展と調査によって、日本の領海・

排他的経済水域（EEZ）の海底に金、銀、銅、亜鉛、鉛、

石油、コバルト・リッチ・クラスト 、メタンハイド

レートなどの豊富なエネルギー資源や鉱物資源の存在が

確認されている。 

日本の国土面積は、約 37.8 万 km2で世界第 60 位であ

るが、日本政府が領有権を主張している領海・排他的経済

水域（EEZ）は約 447 万 km2となっており、世界第 6 位

である。その領海・排他的経済水域（EEZ）に豊富なエネ

ルギー資源や鉱物資源の存在が確認されている。 

海底資源の種別は、一般的に（1）海底石油・ガス（石油・

天然ガス）、（2）熱水鉱床（金・銀・銅・亜鉛・鉛）、（3）

ガスハイドレート（主にメタン）、（4）マンガン団塊（鉄・

マンガン団塊、コバルト・リッチ・クラスト）に分けられ

ている。 

日本近海には、海底熱水鉱床、コバルト・リッチ・クラ

スト、メタンハイドレートに含まれる鉱物資源が豊富に

存在しており、300 兆円相当の製品価値があるとされて

いる[1]。 
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推定賦存量 
回収想

定量 

製品価値 

（2005 年〜2007年の平

均相場による試算） 

海底熱水鉱床 

7.5 億トン（約

200 ヵ所） 

4.5 億

トン 

メタル量：1.7 億トン 

地金価値：80 兆円相当 

コバルト・リッ

チ・クラスト 

24 億トン（約 5

万 km2） 

11 億

トン 

メタル量：2.2 億トン 

地金価値：100 兆円相当 

メタンハイドレー

ト 

12.6 兆 m3（約 5

万 km2） 

4.1 兆

m3 

メタンガス：120 兆円相当 

（LNG 熱量等価換算） 
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